
第６４回全国植樹祭鳥取県実行委員会第７回大会計画策定（実施計画）幹事会

日 時：平成２５年１月１７日（木）

14:00～16:00

場 所：県庁第３２会議室

１．開会あいさつ

２．開催趣旨説明

３．第６４回全国植樹祭実施計画について

（１）実施計画最終案の説明（幹事会・総会での意見を踏まえた対応状況ほか）

（２）意見、質疑など

４．報告事項

・残日計の設置について

・とうほくとっとり・森の里親プロジェクトについて

・一般公募の結果及び招待者関係の今後のスケジュール

・視察旅行の概要

５．その他

（１）今後のスケジュールについて

６．閉 会



第64回全国植樹祭大会計画策定（実施計画）幹事会配席図
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ＮＰＯ、市町村等

全国植樹祭を契機に大切に育成
東北三県

（岩手・宮城・福島）

① 種子の提供

苗木の里帰り

復興活動
（海岸防災林等再生）

美鳥の大使
（代表者）

復興活動に参加

苗木生産者
（生産委託）

② 県内小学校
（緑の少年団）

○ 津波で失われた海岸防災林の再生を支援するため、東北三県で採取した種子を本県で育成し、苗木を里帰りさせるプロジェクト
をスタート。

○ 大切な種子は、小学校で育成を行うなどして、広く県内に支援の輪を拡大。全国植樹祭記念式典で、東北三県へ目録を手渡し。

○ 育てた苗木は、H25～H26に東北三県の復興植樹活動に提供するとともに、美鳥の大使の代表者が活動に直接参加し、全国から
集まったNPO等と共に復興を支援することで、鳥取発グリーンウェイブの更なる拡大を推進。

苗木の提供

苗木の提供

東北三県から種子の提供 県から県内小学校へ提供し、育成を開始

とうほくとっとり・森の里親プロジェクトについて
～東日本大震災復興支援の取り組み～

○実施状況

【11月15日、16日】東北三県で種子の提供セレモ
ニー開催

【12月26日～】県内緑の少年団結成小学校（希望
19校）へ種子及び植木鉢等を支給（222本分）

○ 今後のスケジュール

【5月26日】全国植樹祭で東北三県へ目録贈呈、育
成苗を展示

【H25秋～H26春】東北三県へ苗木を里帰り、合わ
せて美鳥の大使代表を復興活動へ派遣

資料３
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一般招待者募集等結果

区分 美鳥の大使 一般参加者

募 集 期 間 ～Ｈ２４．１１．２０ Ｈ２４．１１．１～１２．２５

募集人数等 ５００名 約８００名程度

応 募 者 数 ５６１名 ２，０５０名

抽 選 日 Ｈ２４．１２．１４ Ｈ２５．１．２３

■募集状況

■今後のスケジュール

○平成２５年２月頃 当選結果通知

○平成２５年３月末 繰上げ当選

○平成２５年４月頃 落選通知

○平成２５年５月上旬 案内状送付

資料４
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６月
上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬

●招待計画等協議 ●開催日の決定
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※実施本部設置

今後のスケジュール（案）

１２月 １月 ２月 ３月

総　会

平成２４年度

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

(社)国土緑化推
進機構・宮内庁

幹

事

会

備　　　考
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大
会
計
画
策
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平成２５年度

●衆議院
議長説明

●宮内庁
実地調査

４月 ５月

●実施計画の
決定

４月 ５月

●宮内庁
実地調査

●宮内庁
実施計画案説明

※ボランティアセンター設置 ※お野立所完成
●プレ植樹祭5/20

●第63回全国植樹祭山口県開催 5/27

●後催県指導会議（山口 鳥取・新潟）

楽曲・楽譜の作成 演出シナリオ作成

出演者選考

定期練習・個別練習・練習指導

演出シナリオ更新、全体台本・登壇者行動表検討・作成（荒天対応含む）

マニュアル調整、各種リハーサル運行計画調整

カウントダウンイベント開催

各幹事会・専門委員会との調整、検討事項・決定事項の反映

輸送時間、駐車計画の調整

各種マニュアル作成

宿泊施設調査

資料５

式典リハ 総合リハ
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前日リハ

交流集会・スタッフ研修

一 般 公 募

定期練習・個別練習・練習指導



いただいた意見 回答・対応方針

鉄道だけでは無く空港でのおもてなしが必要 案内所を設置することとし、実施計画にその旨を記載

県外の方が、長く県内に留まるような工夫が必要

県外招待者には、午前・午後植樹を希望調査
当日だけでは無く、前日も視察ルートを設定
招待状郵送の際に、鳥取県観光情報を掲載するＨＰアドレ
スをお知らせすることで、県内の観光施設等を情報提供し、
一人でも自由に観光出来るように対応

バス駐車場は、近くに良い物件があれば使用すれ
ば良い。

鶴田駐車場をメインに約150台程度駐車することとし、実施
計画の表記について修正

県外招待者の朝の出発時間が早い。
県外招待者については、植樹を午前に限定せず、希望調査
を実施して柔軟に対応する（県外招待者の出発時間を６時
から７時に修正済）。

東日本震災復興支援は記念式典で行うべき。
H24.12.21国土緑化推進機構に説明、了解を得る（実施計画
のプログラム修正済）。

いただいた意見 回答・対応方針

おもてなし広場を準備しても、時間的な余裕がな
い。来場者に見てもらったり、買い物していただけ
るよう宿泊輸送計画を点検していただきたい。

おもてなし広場での滞在時間が確保できるよう、輸送計画を
工夫することとし、実施計画書に基本方針として明記
具合的な方策：今後作成される輸送計画をチェック

植樹会場から式典会場までは、徒歩での移動とい
うことだが、高齢者や足の不自由な方の移動につ
いては、何らかの方策を検討すべきではないか。

車いすの方は、移動車両を準備
その他の方については、車いすを準備し、添乗員等が介助
するよう検討中

鳥型風船については、環境への影響がある。 生分解性であることを実施計画書に記載

車いすの方の席について、配慮、考え方を教えて
欲しい。

車いすの方専用スペースを一般招待者席右側前方辺りに
設ける予定

第６回大会計画策定幹事会（H24.11.8）及び第７回実行委員会総会（H24.11.9）にいただいた意
見に対する対応

第５回大会計画策定幹事会（H24..8.29）でいただいた意見に対する対応

別紙１



会場おもてなし関係について 別紙２

■１ 会場内のおもてなし（「おもてなし広場」）
【総合エリア（５テント）】 総合案内所、湯茶接待、臨時郵便局など
【展示エリア（８テント）】 国土緑水、県森連、県関係（グリーンウェイブ）、花回廊、協賛企業など
【物産販売、飲食等（１５テント）】
・県物産協会 ・農業団体 ・漁業団体の県域団体
・開催３町 ・公募枠（４テント）

【ステージ】
・日野高等学校郷土芸能部（荒神神楽）
・淀江さんこ節保存会（銭太鼓、傘踊り、壁塗りさんこ）

・米子西高等学校書道部（書道パフォーマンス）

■２ 会場外でのおもてなし（米子駅前だんだん広場）

■３ 沿道の飾り付け

■４ 米子空港、米子駅でのおもてなし

全国植樹祭開催日当日に、米子市観光協会が中心となって以下の催事を開催する。

【主な内容（予定）】

・飲食や物産の販売

・「おうちで植樹祭」と銘打ち、植樹会場と同じ苗木の無料配付

・全国植樹祭の生中継（簡易パブリックビューイング）など

【案内ブースの設置】植樹祭開催前日に、米子空港・米子駅に案内所を設置

【パネル展示の実施】開催日前後に、米子空港ロビー内に植樹祭関連パネルを展示

のぼり等の主な設置予定箇所（道路管理者等と今後協議予定）

・伯耆町鬼守橋西詰付近沿道 ・鏡ヶ成植樹会場周辺 ・米子空港周辺 ・米子駅周辺 ・皆生温泉（宿泊施設）

【会場イメージ】

【会場イメージ】


